
修了式 校長講話 ３月２４日（月） 

3月２４日（月） 

令和６年度の修了式です。 

１・２学期の終わりは、終業式でしたが、今回は終業式と言いません。 

その学年の全てが終わり、皆さん、今の学年を修了し、次の学年に上がっていいですよ

という意味が修了式です。 

 

今の自分の学年の学習内容は全て分かっていますか？ 

「自信」をもって分かっていると言える人もいるでしょう。もしかしたら、自信がない部

分もあるところがある人もいるでしょう。春休みは短いですが、復習に当てると、その

不得意な部分が改善できるかもしれませんよ。 

 

さて、修了式の今日、全員が「修了証」をもらえます。 

皆さん全員の修了証・通知票を読みましたが、一年間、とても頑張りましたよね。 

 

さて、今学期は担任の先生・専科の授業をしてくださった先生から皆さんに、「所見」と

言って、一年間の頑張りを長い文章で書いてある箇所があります。 

 

○１年 毎朝、「おはようございます。」と元気な声で挨拶をして教室に入り、気持ちよく

一日をスタートすることができます。 

○１年 国語「どうぶつの赤ちゃん」では、キツネの赤ちゃんが子犬の大きさと同じくら

いと知ってびっくりしたと、自分の考えを発表しました。 

○２年 ２学期の終業式では、学年の代表として頑張ったことを全校児童に発表しまし

た。大きな声で丁寧に言えました。 

○２年 算数で学習したかけ算九九を一生懸命練習し、校長先生の九九検定に挑戦し、

合格しました。自信をもって素早く唱えることができます。 



○３年 係活動では「けん玉会社」として帰りの会で、大勢に見られているプレッシャー

の中でも難しい技を次々と成功させ、見事でした。 

○３年 体育のラインサッカーでは、みんなが楽しめるよう作戦を立てたり、蹴るコツを

伝えたり、リーダーシップを発揮していました。 

○４年 図工の木版画制作では、彫刻刀の彫りやすい力加減や角度を見付け、安全に気

を付けて扱うことができました。 

○４年 ６年生を送る会では、代表委員会として司会を務めました。６年生に感謝の思

いが伝わるよう堂々と進行することができました。 

○５年 送別スポーツ大会の実行委員として、６年生に最後の思い出として楽しんでほ

しいと様々な工夫を重ねて企画、運営をしました。 

○５年 友達が困っているときには、一番に気付き、助けてあげる優しさもあります。６

年生でも、自信をもち、学校のリーダーとして友達に声かける姿に期待しています。 

○６年 委員会の委員長、たてわり班長、移動教室班長と様々な場面でリーダーとして

活躍しました。自分が中心となりつつ、州域の意見も聞くことの大切さを学びました。 

○６年 国語の大切にしたい言葉では、いろいろな友達がいた方が楽しいと、「十人十

色」という言葉を通して伝えました。明るく楽しそうに話すので引き込まれたと絶賛

されました。 

 

皆さんの頑張っていた姿が、まさに目の前に浮かぶようでした。 

自分自身で必ず読んでくださいね。そして、おうちの人にも見せましょう。 

 

２６日から春休みに入りますが、文部科学大臣から皆さんへメッセージがありますので、

ここで紹介します。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



春休みが終わると、どの人も学年が一つが上がります。 

１年生は２年生。後輩が入ってきますよ。 

２年生は３年生。社会、理科、総合などが始まります。 

３年生は４年生。クラブが始まり、校舎は３階に 

４年生は５年生。高学年の仲間入り。移動教室もあります。 

５年生は６年生。最高学年！です。開一小のリーダーとしてよりよい学校をつくってく

ださい。 

そして、６年生は中学生。まずは明日の卒業式、小学校で一番、かっこいい、輝く姿を見

せてください。１～５年生の皆さんは、その姿は直接見られませんが、みんな、６年生の

卒業を祝福していますよ。 

そして、開一小を卒業したら、楽しく希望溢れる中学校生活に、向かっていってくださ

いね。 

 

令和６年度 

４月から３月まで一年間、本当に皆さん頑張りました。 

こんな素晴らしい子供たちのいる学校で校長先生ができて、一年間とても幸せでした

よ！ありがとうございました。 

 

 

 

 

 


